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広報 － おおず － ２００９ ５月号

○

　

平
成
21
年
第
２
回
大
洲
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月

４
日（
水
）か
ら
23
日（
月
）ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
平
成
21
年
度
大
洲
市
一
般
会

計
当
初
予
算
な
ど
の
予
算
関
係
29
件
、
大
洲
市
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
な
ど
の
条
例
関
係
14

件
、
人
事
案
件
３
件
、
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
変
更
な
ど
そ
の
他
６
件
の
あ
わ
せ

て
52
議
案
が
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認

さ
れ
、
ま
た
請
願
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

『
合
併
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
』

　
と
誰
も
が
思
え
る
よ
う
に

平
成
21
年
度
の
重
点
施
策
・
目
標
　
　
　

〜
提
案
説
明
〜

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
ま
た
介
護
保
険
施

設
で
の
生
活
は
、
在
宅
で
の
生

活
に
近
い
も
の
に
し
て
い
く
と

い
う
観
点
を
大
切
に
、
生
涯
に

わ
た
る
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、

介
護
予
防
の
充
実
に
努
め
、
高

齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮

ら
し
て
い
く
た
め
の
生
き
が
い

づ
く
り
と
、
社
会
参
加
で
き
る

体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

健
康
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　   

ま
ち
づ
く
り

○ 

心
身
共
に
豊
か
な
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

　

全
て
の
市
民
が
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
健
康
で
楽
し
い
食
生
活

を
送
り
、
心
身
共
に
豊
か
な
人

生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

食
育
を
推
進
し
ま
す
。

○ 

少
子
化
対
策

　

妊
娠
中
の
健
康
費
用
負
担
軽

減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
５
回
か
ら
妊

婦
健
診
公
費
負
担
を
14
回
と
し
、

快
適
で
便
利
な

　
　
市
民
生
活
の
実
現

○
難
視
聴
地
域
の
解
消

　

地
理
的
要
因
に
よ
る
難
視
聴

の
解
消
を
図
る
た
め
設
置
さ
れ

た
自
主
共
聴
施
設
で
、
補
助
用

件
を
満
た
す
組
合
に
対
し
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
改
修
に
必
要
な
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○ 

路
線
バ
ス
中
心
部
利
用
者
運

賃
差
額
助
成
制
度

　

市
内
中
心
部
（
大
洲
病
院
〜
松

ヶ
花
）
の
路
線
バ
ス
を
１
０
０

円
と
し
、
利
用
者
に
対
し
て
既

定
運
賃
と
の
差
額
を
助
成
し
ま

す
。い

つ
ま
で
も
元
気
に

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

○ 

高
齢
者
を
支
援
す
る
体
制
の

整
備

　

高
齢
者
が
、
可
能
な
限
り
在

宅
で
の
生
活
を
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
地
域
に
お
け
る

妊
娠
・
出
産
に
か
か
る
経
済
的

不
安
を
軽
減
し
ま
す
。

○
高
度
で
適
切
な
医
療
の
提
供

　

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
最
新

の
医
療
機
器
の
計
画
的
な
更
新

に
努
め
ま
す
。

将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た

市
民
の
暮
ら
し
の
確
立

○
農
林
水
産
業
の
役
割

　

農
林
水
産
業
は
、
安
全
で
安

心
な
農
林
水
産
物
の
供
給
や
水

源
涵か

ん

養よ
う

機
能
な
ど
の
環
境
保
全

と
い
う
大
切
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に

対
し
て
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

○ 

農
業
経
営
体
の
育
成

　

農
業
共
済
の
果
樹
共
済
お
よ

び
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
す
る

農
家
に
対
し
、
共
済
掛
金
の
農

家
負
担
の
一
部
を
助
成
し
、
加

入
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

農
業
者
の
経
営
の
安
定
、
生
産

意
欲
の
向
上
、
災
害
に
強
い
農

業
経
営
体
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

第２回大洲市議会定例会　開会
３月定例会
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○

施 

策 

方 

針
大
洲
市
長　

大
　
森
　
隆
　
雄

　

一
期
目
の
４
年
間
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
く
中
で
、
何
と
か

地
域
間
競
争
を
勝
ち
抜
い
て
い
く

た
め
、
職
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職

責
を
果
た
す
こ
と
を
強
く
求
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
私
自
身
も
ま
た
、

議
員
の
皆
様
、
市
内
各
種
団
体
や

市
民
の
皆
様
に
ま
で
、
や
む
な
く

一
定
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
な
が

ら
、
公
債
費
に
よ
る
財
政
負
担
の

程
度
を
示
す
指
標
で
あ
り
ま
す
実

質
公
債
費
比
率
の
数
値
を
、
平
成

24
年
度
決
算
に
お
い
て
18
％
未
満

に
す
る
と
い
う
財
政
健
全
化
の
た

め
の
一
つ
の
大
き
な
目
標
に
向
け
、

ひ
た
す
ら
腐
心
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

た
だ
、
現
在
の
よ
う
な
地
方
自

治
体
の
疲
弊
し
た
環
境
の
中
に
あ

っ
て
も
、
行
政
と
し
て
体
を
な
す

た
め
の
、
基
本
業
務
は
お
ろ
そ
か

に
で
き
ず
、
ま
た
市
民
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
ま
す
ご
要
望
に
も
可

能
な
限
り
お
応
え
を
し
、
そ
の
上

で
、
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
こ
と
は
、
思
う
ほ

ど
容
易
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
た
の
も
事
実
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
公
約
を
掲
げ

再
選
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
首
長
と

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
中

に
も
、
公
約
の
実
現
に
向
け
た
活

路
を
見
出
す
た
め
に
、
行
財
政
改

革
に
よ
る
財
政
の
健
全
化
は
、
今

も
な
お
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
で

き
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
心

得
て
お
り
ま
す
。
解
決
に
は
、
今

し
ば
ら
く
時
間
の
か
か
る
テ
ー
マ

で
あ
り
ま
す
の
で
、
二
期
目
に
お

き
ま
し
て
も
、
こ
の
行
財
政
の
改

革
に
は
、
引
き
続
き
、
最
大
限
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
決
意
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。「
合
併
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
」
と
誰
も
が
思
え

る
、
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

市
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
各
位

に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

魅
力
あ
る
観
光
地
を

　
　
　
　
　
　
目
指
し
て

○
観
光
協
会
と
の
連
携

　

豊
か
な
自
然
と
歴
史
、
文
化
、

伝
統
芸
能
な
ど
の
観
光
資
源
が

有
機
的
に
機
能
し
活
用
で
き
る

よ
う
、
効
果
的
な
観
光
振
興
に

取
り
組
み
、
魅
力
あ
る
観
光
地

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
企
業
誘
致

　

愛
媛
県
東
京
事
務
所
に
職
員

を
派
遣
し
、
情
報
収
集
に
努
め

ま
す
。

○
消
費
者
行
政
の
強
化

　

西
予
市
・
内
子
町
と
連
携
し
、

多
重
債
務
者
や
マ
ル
チ
商
法
な

ど
の
相
談
者
に
適
切
な
指
導
が

で
き
る
よ
う
消
費
者
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

便
利
で
安
全
に

　
　
暮
ら
せ
る
よ
う
に

○
治
水
対
策

　

肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
に

基
づ
き
、
肱
川
の
課
題
が
一
日

も
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
、
国
・

県
に
対
し
強
く
要
望
し
ま
す
。

民
運
動
会
や
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
な
ど
全
市
的
な
大
会
や
ス
ポ

ー
ツ
行
事
を
総
合
的
・
効
率
的

に
運
営
し
、
市
民
の
健
康
増
進

を
図
り
ま
す
。

○ 

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
の
交
流
と

連
携

　

地
域
密
着
型
の
活
動
を
展
開

し
て
い
る
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ

イ
レ
ー
ツ
と
愛
媛
Ｆ
Ｃ
は
、
地

域
を
活
性
化
す
る
た
め
の
大
き

な
財
産
で
あ
り
、
市
民
と
の
交

流
や
観
戦
ツ
ア
ー
な
ど
の
交
流
・

連
携
な
ど
を
通
し
地
域
の
活
性

化
に
努
め
ま
す
。

 

◎
人
事
案
件

　

人
事
案
件
に
つ
い
て
、
議
会

の
同
意
を
受
け
た
人
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

監
査
委
員　

　

小
泉　

勝
明　
【
八
多
喜
町
】

（
新
任
）

公
平
委
員
会
委
員　

　

笹
山　
　

允　
【
柚
木
】（再

任
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者　

　

下
田　

美
澄　
【
長
浜
町
下
須
戒
】

（
再
任
）

○
城
山
公
園

　

ふ
る
さ
と
の
薫
り
高
い
公
園

と
し
て
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
災
害
へ
の
備
え

○
防
災
行
政
無
線

　

災
害
情
報
を
迅
速
・
正
確
に

市
民
の
皆
様
に
伝
達
で
き
る
よ

う
、
大
洲
地
域
の
一
部
地
域
と

長
浜
地
域
を
対
象
と
し
た
第
１

期
整
備
区
域
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
充
実

○
学
校
施
設
の
耐
震
化

　

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

の
た
め
学
校
施
設
の
耐
震
化
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
夏
季
大
学

　
「
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
」や「
い

ろ
は
丸
」
な
ど
、
大
洲
に
ゆ
か

り
の
深
い
幕
末
の
志
士
「
坂
本

龍
馬
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
『
龍
馬
』
を
上
演
し

ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

合
併
し
て
新
し
く
な
っ
た
体

育
協
会
と
連
携
を
密
に
し
、
市

３月定例会
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○

 平成21年度当初予算

厳しい財政状況の中での「選択と集中」
平成21年度の予算規模

区　　　　分 当初予算 対前年比

一　　般　　会　　計 234億5,000万円 △0.8％

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 60億1,580万円 3.5　
国 民 健 康 保 険 診 療 所 8,001万円 6.4　
老 人 保 健 1,565万円 △97.4　
後 期 高 齢 者 医 療 6億6万円 3.0　

介護保険
介 護 保 険 勘 定 39億6,993万円 4.5　
介護サービス勘定 3,327万円 △7.5　

簡 易 水 道 事 業 3億6,626万円 15.9　
港 湾 施 設 事 業 1,910万円 15.2　
土 地 取 得 造 成 5億8,270万円 1,934.3　
土 地 区 画 整 理 事 業 6,260万円 △74.7　
住宅新築資金等貸付事業 4,935万円 55.1　
農 業 集 落 排 水 事 業 3,242万円 △27.0　
公 共 下 水 道 事 業 8億4,415万円 △3.9　
駐 車 場 事 業 2,541万円 △0.3　
温 泉 事 業 1,051万円 43.2　
商 業 集 積 施 設 管 理 320万円 0.0　

小　　　　　計 127億1,042万円 1.6　

企 

業 

会 

計

水 道 18億7,512万円 11.7　
工 業 用 水 道 3,967万円 △68.3　
病 院 38億2,014万円 △0.7　

小　　　　　計 57億3,493万円 1.5　
合　　　　　　　計 418億9,535万円 0.2　

一般会計　234億5,000万円　（対前年同期比0.8%減）

特別会計　127億1,042万円　（対前年同期比1.6%増）

企業会計　  57億3,493万円　（対前年同期比1.5%増）

総　　額　418億9,535万円　（対前年同期比0.2％増）

用　　語　　解　　説

歳　　入

地方交付税：�国から大洲市に配られるお金（使い
みちは市が決めることができます。）

市　　　税：皆さんから市に納められたお金
市　　　債：市が借り入れたお金

歳　　出

民　生　費：主に福祉の充実のために使うお金
公　債　費：�市の借入金の元金・利子などの返

済に使うお金
総　務　費：�市役所の管理、戸籍、税など

の事務に使うお金

○議員報酬や市議会の運営経費です。� 2億3,752万円○社会福祉協議会の運営を支援します。� 　6,110万円

○�愛媛県後期高齢者医療広域連合が支払う医療費に対する大洲
市の負担分です。� 5億195万円

○国保会計を支援します。� 3億8,475万円

○介護保険会計を支援します。� 5億8,639万円

○乳幼児医療について、就学前まで助成します。� 7,722万円

○市内の保育所の運営経費です。� 9億7,094万円

�

○�地上デジタル放送の難視聴を解消する自主共聴施設で、補
助要件を満たす組合に対し、必要な経費の一部を助成しま
す。� 7,077万円

○�路線バス中心部（大洲病院～松ヶ花）の運賃を100円とし、
利用者に対しての既定運賃との差額を助成します。�257万円

○衆議院議員選挙費� 3,232万円

○市議会議員選挙費� 7,157万円

総　　務　　費

議　　会　　費民　　生　　費

○�消費生活センターの運営経費です。� 308万円

○�大洲城や臥龍山荘など観光施設を管理する経費です。
� 9,823万円

○�大洲市観光協会や各種イベントへの補助金です。
� 2,425万円

商　　工　　費

衛　　生　　費

○妊婦健診の公費負担を５回から14回に拡充します。� 2,237万円

○救急医療体制確保のための運営費です。� 2,425万円

○合併浄化槽の設置を支援します。� 4,173万円

○ごみ処理に要する経費です。� 6億5,304万円

平成２１年度当初予算
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○

○�中山間地域の農地の維持、保全を図ります。  8,461万円

○�農業共済への加入促進や、第１次産業を担う人材の確保育成

など、農業経営の安定と振興を図ります。  1,755万円

○新谷地区と長浜仁久地区の地籍調査を行います。  5,513万円

○櫛生漁港西一文字防波堤を整備します。  1億8,011万円

農林水産業費

○学校の耐震化を図る経費です。  8,721万円

○スクールバスを運行する経費です。  3,402万円

○幼稚園を運営する経費です。  1億1,604万円

○市内24公民館、19分館の管理運営経費です。  3億2,331万円

○�ＰＦＩ事業導入による学校給食センター改築の可能性を調査

します。  500万円

教　　育　　費

○消防団活動や設備の維持管理の経費です。� 7,213万円

○防災行政無線を整備します。  1億7,671万円

○�大洲市と内子町で構成する広域消防事務組合への負担金です。

  6億6,127万円

消　　防　　費
○市道を整備します。  9億6,681万円

○�まちづくり交付金を活用し、鹿野川地区の振興を図ります。

  1億329万円

○城山公園を整備します。  1億1,445万円

○ふれあいパークを整備します。  1億275万円

○下水道会計を支援します。  3億9,682万円

土　　木　　費

どのような目的に対してお金を使うか〔目的別〕

いくらお金が入ってくるか どのようなことにお金を使うか〔性質別〕 歳 
  入 

歳 
  出 

歳　　入
234億5千万円
（100％）

地方交付税
103億8,959万円
（44.3％）

市税
42億3,487万円
（18.1％）

市債
24億4,346万円
（10.4％）

国庫支出金
12億9,513万円
（5.5％）

県支出金
12億9,180万円
（5.5％）

繰入金
6億5,162万円
（2.8％）

繰越金
6億円
（2.6％） その他

25億4,353万円
（10.8％）

その他　3億7,387万円（1.6％）

歳　　出
234億5千万円
（100％）

人件費
50億7,252万円
（21.6％）

公債費
45億6,814万円
（19.5％）

普通建設事業費
25億8,307万円
（11.0％）

物件費
29億8,959万円
（12.7％）

扶助費
23億8,241万円
（10.2％）

繰出金
24億3,010万円
（10.4％）

その他　6億6,835万円（2.7％）

歳　　出
234億5千万円
（100％）

民生費
62億932万円
（26.5％）

公債費
45億6,843万円
（19.5％）

土木費
26億8,526万円
（11.5％）

総務費
33億3,433万円
（14.2％）

教育費
18億409万円
（7.7％）

消防費
9億9,762万円
（4.3％）

農林水産業費
9億5,428万円（4.1％）

補助費等
30億5,030万円
（13.0％）

衛生費
22億2,832万円
（9.5％）

　

財
政
健
全
化
を
目
指
す

大
き
な
流
れ
の
中
で
の
予

算
編
成
と
し
、
大
洲
市
集

中
改
革
プ
ラ
ン
な
ど
に
よ

る
徹
底
し
た
歳
出
削
減
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ

の
一
方
、
大
洲
市
の
将
来

に
明
る
い
展
望
が
開
け
る

よ
う
学
校
耐
震
化
事
業
な

ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
の
「
選
択
と
集
中
」

に
よ
る
予
算
編
成
に
取
り

組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
予
算

に
充
当
し
た
財
源
（
市

税
、
地
方
交
付
税
、
地
方

譲
与
税
な
ど
）
に
つ
い
て

は
、
国
の
地
方
財
政
計
画

や
当
市
に
お
け
る
経
済
の

動
向
、
過
去
の
実
績
に
基

づ
き
見
込
め
る
額
を
計
上

す
る
と
と
も
に
、
経
済
不

況
を
受
け
市
税
の
減
収
な

ど
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
財
政
調
整
基
金
な
ど

の
取
り
崩
し
に
よ
り
財
源

対
策
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
方
債
の
発
行
に
つ
い
て

も
、
公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
に
基
づ
き
計
画
内
の

発
行
額
に
留
め
、
適
切
に

活
用
し
ま
す
。

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算

平成２１年度当初予算
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○

定
額
給
付
金
の
申
請
は

　
　
　
お
済
み
で
す
か

　

市
立
大
洲
病
院
で
は
、

平
成
22
年
４
月
採
用
の
職

員
の
募
集
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

採
用
す
る
職
種
は
、
看

護
師
・
薬
剤
師
の
予
定
で

す
。
採
用
人
数
、応
募
方
法
、

採
用
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、

５
月
下
旬
ご
ろ
に
﹁
広
報

大
洲
６
月
号
﹂、
地
区
回

覧
、
市
立
大
洲
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵http://w

w
w
.

shikoku.ne.jp/och/

︶な
ど

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
２
月
１
日
︵
基
準

日
︶
時
点
で
大
洲
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
人
に
は
、
定
額
給
付

金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

定
額
給
付
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
定
額
給
付
金
申
請
書

兼
請
求
書
を
市
に
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。　

　

す
で
に
対
象
と
な
る
人
の
属

す
る
世
帯
主
宛
て
に
申
請
書
兼

請
求
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
申
請
が
ま
だ
の
人
は
ご

確
認
の
上
、
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
給
付
額
】

１
人
に
つ
き
１
万
２
千
円

◎ 

た
だ
し
65
歳
以
上︵
昭
和
19
年

２
月
２
日
以
前
に
出
生
︶お
よ

び
18
歳
以
下︵
平
成
２
年
２
月

２
日
以
降
に
出
生
︶の
人
に
つ

い
て
は
２
万
円

【
申
請
・
受
給
者
】

　

原
則
と
し
て
基
準
日
現
在
で

の
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
郵
送
す
る
か
直
接
市
役
所

ま
た
は
支
所
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
書
に
は
①
公
的
身
分
証

明
書
な
ど
︵
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
外
国
人
登
録
証
明

書
な
ど
︶
の
写
し
②
振
込
先
口

座
の
金
融
機
関
名
、
口
座
番
号
、

口
座
名
義
人
が
わ
か
る
通
帳
な

ど
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

【
給
付
方
法
】

　

定
額
給
付
金
の
受
け
取
り
は

原
則
と
し
て
口
座
振
込
と
な
り

ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　

申
請
の
受
付
は
平
成
21
年
４

月
６
日
か
ら
平
成
21
年
10
月
６

日
ま
で
︵
６
か
月
間
︶
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
企
画
調
整
課

定
額
給
付
金
担
当

☎
㉔
２
１
１
１

︵
内
線
５
２
２
・
５
２
５
︶

プレミアム付
「大洲市内共通商品券」
の発行について

　

大
洲
市
で
は
、
国
の
定
額
給

付
金
の
支
給
に
関
連
し
て
、
消

費
需
要
の
喚
起
と
市
内
商
工
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
大
洲

商
工
会
議
所
、
長
浜
町
商
工
会
、

川
上
商
工
会
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
﹁
大
洲

市
内
共
通
商
品
券
﹂
を
発
行
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
購
入

の
上
、
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
市
民
の
皆
様
に
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

【
販
売
価
格
】

　

１
冊
１
万
円

　
︵
１
枚
５
０
０
円
×
22
枚
綴
︶

【
購
入
限
度
】

　

１
人
に
つ
き
５
冊
︵
５
万
円
︶

ま
で

【
販
売
期
間
】

　
５
月
15
日︵
金
︶～
完
売
次
第
終
了

【
販
売
場
所
】

　

市
民
会
館
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
、旧
大
洲
市
内
連
絡
所
９
か
所
、

大
洲
商
工
会
議
所
、
長
浜
町
商
工

会
、
川
上
商
工
会
、
大
洲
市
河
辺

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

【
有
効
期
限
】

　

５
月
15
日︵
金
︶～10月

31
日︵
土
︶

【
購
入
資
格
】

　

大
洲
市
民
︵
証
明
書
は
不
要

で
す
︶

【
利
用
店
舗
】

　

市
内
店
舗
の
内
、
商
工
会
議

所
、
商
工
会
会
員
で
本
事
業
の

取
扱
加
盟
登
録
店
で
利
用
で
き

ま
す
。︵
ご
利
用
の
際
、
店
舗
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。︶

【
そ
の
他
】

　

取
扱
加
盟
登
録
店
名
、
販
売

開
始
時
間
な
ど
詳
細
は
、
後
日

新
聞
折
り
込
み
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
商
工
会
議
所

☎
㉔
４
１
１
１

長
浜
町
商
工
会

☎
�
０
３
１
２

川 

上 

商 

工 

会

☎
㉞
２
５
３
１

ま
た
は

市
役
所
商
工
観
光
課

商
工
係

☎
㉔
１
７
１
７

大
洲
病
院
の

職
員
募
集
に

つ
い
て

１割お得！！

お知らせ
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